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『歴史言語学』第11号の発刊に寄せて

日本歴史言語学会会長

上野　貴史

　ここに『歴史言語学』第11号を皆様にお届けする運びとなりましたことを、心から嬉しく
思います。ようやく沈静化の兆しが見られるコロナ渦の中、このように学会誌が発行できる
運びになったのは、ひとえに、会員の皆様、そして運営を担当していただいている理事の皆
様のご尽力のおかげと、心より感謝致しております。
　『歴史言語学』第11号におきましては、梵文『法華経』における動詞 bhū の中動態語形に
関する研究と、近代英語における hear ø say 型表現の衰退化、といった二本の研究論文、そ
して、『言語の標準化を考える―日中英独仏「対照言語史」の試み』、『体言化理論と言語分
析』、『北に渡った言語学者: 金壽卿1918–2000』という著書の書評が収められております。
ご寄稿くださった方々並びに編集委員会の方々のご尽力に心から深謝申し上げます。また、
『歴史言語学』第 8 号から発行形態が変更されて以来、掲載論文の公開が滞っておりました
が、今号より J-STAGE にリポジトリ化することにより公開を促進していくこととなりまし
た。皆様にも是非ご活用頂ければと思います。
  2022年からの新理事会は、旧理事会から 2 名の理事が退任され、新たに 6 名の新理事を迎
える新体制として発足しました。コロナウイルスの影響により過去 2 回の大会が遠隔開催と
なったため、理事同士も直接会ったことがないような状況でしたが、Zoom による遠隔での
理事会や委員会を重ねながら、第12回日本歴史言語学会 (2022/12/10-11) を盛況のうち無事
終えることができました。新理事のみなさま、ご協力ありがとうございました。
　 『歴史言語学』が分野や領域の枠を超えた研究交流を行う重要な機能を果たす場として、
また、さらに日本歴史言語学会が発展していくためにも、今後とも会員の皆様からの積極的
かつ多様なご投稿をお待ちしております。

2022年12月吉日
安芸の広島にて
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日本歴史言語学会 December 2022 
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